
告.･哨孔析科学,43･44:39-57｡

研究報告 ･その他

1)Shotake,T.andK.Nozawa(1982):Gel

neticvariabilitywithinandamongherds

ofgeladababoon.TheroL･iLhecusgeLada,

inCentralEthiopianPlateau.In:Mole･

cularAnthropologicalStudiesonthe

PhylogeneticRelationshipamongEthio･

､pianBaboons,Patioanubis,P4in'oha-

mad,3･aSandThero♪ithecusgelada.

ReportofGrant-in-AidforScientific

Research (C).pp.26･39.

2)野沢 謙 (1982):動物家畜化の退伝学｡

｢Domesticationの生態学と迫伝学｣ (訳大

詔長研)pp.11120

3)野沢 謙 (1983):日本の家畜とその系統｡

｢日本戊桝文化の源流｣ (佐々木花明桐,日

本放送出版協会)pp.213-2540

学 会 発 裏

1)野沢 謙 :生化学的迫伝標識によるニホンザ

ルの群れの近交皮の評価｡第27回プリマーチ

ス研究会 (1983)

2)庄武孝残,CharlesSantiapillai:トクモンキ

ー(Macacasinica)の群内耶問の迫伝的変

異性｡節27回プリマーチス研兜会 (1983)

3)川本 芳,野沢 謙,Tb.M.Ischak,Jatna

Supriatnu:インドネシア庄カニクイザル

(MacacajTascfculm'S)耶瓜田の迫伝的分化'

日本迫伝学会節54回大会 (1982)｡

4)川本 芳,竹中 修.EdyBrotoisworo:

Sulawesi･Macaquesの楼内･種間近伝的変

異一予報-｡第27回プリマ-テス研究会

(1983)｡
5)峰沢 潤 :ボリビア産新世界ザルの細胞逝伝

学的研究 ･予報｡第27回プリマーチス研死会

(1983)｡
6))松沢哲郎.後藤俊二,宋 滋.長谷川芳典,

和田一雄 :ニホンザルにおける食物選択の機

略-食物嫌恋条件づけによる食性の統制1.

耶27回プリマーチス研究会 (1983)｡

生活史研究部門

河合雅雄 ･杉山宰丸

大沢秀行 ･森 明雄

研 究 概 要

1)西アフリカ飽和多雨林の詔長類の社会生態

学的研死

河合雅雄 ･森 明雄 ･丸橋珠樹l)

西アフリカ･カメルーン田において ドリルおよ

びマイドリルヒヒの現地調茄を1979年J:り開始,

現在も縦続中である｡1981年旺までは主に究分析

法によって採企生態を明らかにして来た.1982年

からは.カメルーン同のカンポの動物除却区に災

申して.マンドリルを小心としながら同所に生息

する7孤のE3技Wlの頚椎への適応の様相を研死し.

比較検討している｡マンドリルについては人づけ

が進み,正接祝祭が増加し.伝達行動および社会

学的データも増加している｡

2)ニホンザルの個休群生態学的研究

杉山幸丸 ･大沢秀行

高崎山の餌付け個体群を対象に個体樟誠による

継年追跡を続行中であり,詳細な人口学的パラメ

ーターを算出し生命表を完成しつつある｡一方,

霊仙山では餌付け中と餌付け放棄後の個体群動態

が細部に及んで比較検討され,各人口学的パラメ

ーターに及ぼす餌付けの彫轡が社会学的階層との

閃迎において追及されている｡

3)動物における子殺しの社会生態学的研究

杉 山 串 丸

ハヌマン･ラング-ルで収初に確認された野生

動物社会における桃内子役しの近因と遠因,その

相互関係を,野外調査を交えながら理約的に考察

している｡

4)ベルス･チンパンジーの行動生憾学的研究

移 山 率 丸

1982年11月より翌年3月まで,西アフリカ･シ

ェラレオネのティワィとギニアのポッソウにおい

て野外調査を行なった｡ポッソウでの調査は断続

的ながら6年半におよび,全個体識別によって出

坐,消失,死亡,移出入等の個体群動態の長期的

把握が進んでいる｡

5) サバンナに生息する噂乳類の個体群生態学

的研究

1)学振奨励研究員
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大 沢 秀 行

束アフリカ･ケニアのサバンナにおいて従釆行

なってきたシマウマ･パタスザル等の草原性晴乳

類の現地調査の結果をまとめている.シマウマに

ついてはゲラダヒヒ･マントヒヒ社会との比較を

個体群生態の観点から行なっている｡今後は西ア

フリカのサバンナに範囲を拡げ,パタスザルの研

究に集中する予定である｡

総 説

1)Kawai,M.andH.Ohsawa (1983):EcO-

logyoりapanesemonkeys,1950･1982.

什RecentProgressofNaturalSciences

inJapan",Vol.8,"Anthropology",95-
108.

2)河合雅雌 (1982):サルからヒトへ<1> 一

生き残るための城略｡創造の世界,41,144

-173｡

3)河合雅雄 (1982):サルからヒトへ<2>一

食性から見たサル斑の進化｡創造の世界,42,

118-151｡

4)河合雅雄 (1982):サルからヒトへ<3>-

サバンナへの挑戦｡創造の世界,44,128-

157｡
5)江原昭善･河合雅雄 (1982):サルからヒト

へ<4>- 食性と形態からみたヒト化｡創造

の世界,45,120-157｡

6)移山車丸 く1982):動物を見て人間を考える｡

教育じほう,5:10-140
7)杉山串丸 (1983):詔長狭の社会構造｡医学

概論一産業医大講義災,1981:120-126｡

論 文

1)Kawai,M.,R.Dunbar,班.Ohsawaand

U.Mori (1983):Socialorganizationof

geladababoons-SocialUnitsanddefi-

nitions.Primates,24,13･24.

2)Sugiyama,Y.andH.Ohsawa (1982):

PopulationdynamicsofJapanesemaca･

quesatRyozenyama.3.Femaledesert

tionofthetroop.Primates,23,31･44.

3)Sugiyama,Y.andH.Ohsawa (1982)･

PopulationdynamicsofJapanesemon･

keyswithspecialreferencetotheeffect

ofartificialfeeding.FoliaPrimatologica,

39,238-263.

4)Horii,Y.,I.Imada,T.Yanagida,M.

UsuiandA.Mori (1982):Parasite

changesandtheirinfluenceonthebody

weightofJapanesemonkeys (Macaca

カISCataルsca(a)oftheKoshimatroop.

Primates,23,416･431.

報告 ･その他

1)HoshinO,J.andM.Kawai(1982):Pre･

liminaryreporton山eecologyandsol

ciologyofMandrillussphinxinCamel

room hStudiesonLivingandFossil

PrimatesinAfrica"(M.Kawaied.).

pp.1･17,PrimateResearchInstitute,
Inuyama.

2)Maruhashi,T.andU.Morュ(1982):A

preliminaryreportonthedietandfee一

dingbehaviorofthedrill,(MandriLLus

lenco♪haens)/StudiesonLivingand

FossilPrimatesinAfrica"(M.Kawai

ed.).pp.18･38,PrimateResearchlnstute,

Inuyama.

学 会 発 表

1)Sugiyama,Y.(1982):Proximatefactors

ininfanticideandintermalecompetition

amonglangurs,PresbyEisentellus,Of

Dharwar,India.InternationalSympo

sium onlnfanticideinAnimalsand

Man,Ithaca,N.Y.

2)杉山幸丸 ･大沢秀行 :ニホンザルの個体群動

態と餌付け群における投餌量｡節29回日本生

態学会 (1982)｡

3)大沢秀行 :2種のシマウマの社会比較 - 捕

成メンバーの交替様式｡第29回日本生態学会

(1982)｡
4)丸橋珠樹 :屋久島の高地に生息するヤクザル

の食性｡第27回プリマーチス研究会 (1982)｡
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